
※受付、全体会Ⅰ、ポスター発表、分科会、全体会Ⅱは、学校の隣の長沼原勤労市民プラザで行います。

公 開 授 業 助 言 者 共同研究者

小学部 遊びの指導 千葉大学教育学部教授
砂 上 史 子

千葉大学教育学部准教授
真 鍋 健

中学部 生活単元学習 植草学園短期大学こども未来学科特別教授
佐 藤 愼 二

千葉大学教育学部准教授
宮 寺 千 恵

高等部
作業学習

農耕班木工芸班
植草学園大学発達教育学部准教授

髙 瀬 浩 司
千葉大学教育学部准教授

任 龍 在

講演会
「各教科等を合せた指導の授業づくりと

自ら考える子ども（仮）」
植草学園短期大学こども未来学科特別教授

佐 藤 愼 二

本校のホームページ、または右記の二次元バーコードを読み取り、第51回公開研究会申込フォームから、
お申し込みください。 https://forms.office.com/r/M0uwzB1aad ※電話での申込不可

～令和6年2月2日（金） 15：00まで
2,000円（資料代他）、学生1,000円。当日、受付でお納めください。
学校付近には飲食店や店舗等がありません。
希望者は申込フォームで予約（お弁当・お茶￥1,000円）をしてください。
当日、集金し、引換券をお渡しいたします。もしくは各自、ご持参ください。
感染症拡大等により、会場や実施方法が変更になる場合がありますので、あらかじめ、ご了承ください。
なお、その際は、申し込まれたメールアドレスにご連絡いたします。
勤労市民プラザは土足可能ですが、校内は履き物に履き替えていただきます。履き物は、各自、ご用意ください。

※公開授業は全学部をご自由に参観いただけます。
※分科会については、申込時に希望される学部を選択していただきます。

【申込期間】
【参 加 費】
【昼食について】

【諸 連 絡】

■後援 千葉県教育委員会 千葉市教育委員会
■お問い合わせ先 千葉大学教育学部附属特別支援学校 研究部

〒263-0001 千葉市稲毛区長沼原町312 【TEL】043-258-1111【FAX】043-258-9303

ホームページアドレス http://yougo.e.chiba-u.jp/

本校は、各教科等を合わせた指導を教育課程の中心においています。
今年度は、昨年度に引き続き、知的障害児童生徒が自ら内面を働かせて取り組む授業づくりを
「AAR（Anticipation；見通し－Action；行動－Reflection；ふりかえり）」を手がかりに、「遊びの指導」「生活単元学習」「作業学習」
の授業で取り組んでまいりました。授業等をご参観いただき、ご意見をいただけましたら幸いです。

千葉大学教育学部長 藤川 大祐 校長 辻 耕治
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■研究紀要について

今年度の研究紀要については、令和６年度４月以降にPDFファイルを学校ホームページに記載いたしますので、ご覧ください

小 学 部 中 学 部 高 等 部

遊 び の 指 導 生活単元学習 作 業 学 習

自家用車
勤労市民プラザ向かいのグラウンド（駐車場 ）にお停めください

JR稲毛駅東口より京成バス【稲31】
＜ヴィルフォーレ稲毛経由＞山王町行き→長沼原住宅下車→徒歩５分
約25分、現金320円、ICカード315円
※8時台は10分に１本程度の間隔で運行しています
※混雑するので時間には十分余裕をもってお越しください

JR西千葉駅北口またはJR稲毛駅東口よりタクシー
約25分、約3,000円

JR四街道駅北口より千葉内陸バス
草野車庫行き→長沼原町下車→徒歩15分
7:46・8:26発、約12分、現金200円、ICカード200円

京成勝田台駅南口より千葉内陸バス
スポーツセンター行き→曙農場下車→徒歩15分
7:38・8:06発、約18分、現金350円、ICカード350円

生活単元学習では、生徒一人一人
が目的意識をもって仲間と一緒に
活動することを大切にしています。
活動を通じ、目的に向けた試行錯誤
や工夫、生徒同士の協働、集団の中
での役割意識の醸成など様々な学
びの姿が見られると考えています。
今年度の「学部全体で行う生活単
元学習」は本単元で２回目です。生
徒たちが生き生きと活動し、豊かに
学ぶためのテーマ設定や単元構成、
場の配置などについて、教師も試行
錯誤しながら取り組んでいます。

※令和5年10月末時点での時刻、料金です
※各交通機関をご利用の際は、最新の情報をご確認ください
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遊びの指導では、自由遊びを主
としており、一人一人の子どもが
生き生きと主体的に遊ぶことを大
切にしています。そうした遊びに
は、友達同士が関わり合ったり、
自分なりの目的に向けて試行錯
誤したり、多様な学びの機会を含
んでいます。本単元は今年度3回
目の遊びの指導単元となります。
遊びがより充実し、学び豊かな授
業となるよう、子ども達の興味関
心や発達を良く考えながら、場作
りや授業の展開、教師の働きかけ
などを検討しています。

高等部では、日々の生活や学習で
培ってきた力を基に、将来、社会の
一員として自分なりに役割を果たし、
自立した生活を送ることができるた
めのワークキャリアとライフキャリア
の育成を目指しています。
作業学習では、自分の役割を意識
し、活動に向かう姿が見られるよう
日々対話を大切にしながら活動に
取り組んでいます。全ての生徒が主
体的に行動し、「やってみたい」「や
らなければ」というように、明確な
目標や動機をもち、仲間と共に意欲
や態度を高めていけるよう取り組
んでいます。


